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男1噸 のとわり
'ロ

ニ手液謗恕豫ηヽら′)ハ :ギ 招請壌えゲ2月 9日 タト考%に

つ t｀

「

.?目 10口 ,クト務 省 に 関 4系 者 ゲ

^お
し議 心 の結 栗 /■ /Nyど|の

小 言キ'殊 クロ

につtヽ て |ま I人た4ヽ にL以 下のだり`らクト務方の貢1■ でおこなわ:t/操 ■ヵl手 岡

司るここだから準壻調査公ot角も脅重寸る。内容について|■ 曽li=ラムと餃

自て検言寸するここにTう 手=

,自 14日 /づ術

^ぎ
て |よ´ 凍ひ刀FI題 苺範合■魚呑受分が同 つ`れて詢計の

結果ィ ビ萄ハ澪
｀
の中にも苦轟桑員会 左1年 るここがまぃこ拷た/そ のたのの

`議人公 と同 くここと して//会二/ 環了″闘題季々晏豪[ギ 翠り, 原子核将割委

委員長′ 方欠射ス泉影管言]在 1151■ ,貴 長/っ そヽ夕tぞ
｀
メヒ腱士∵人々と伴って同く

ことに■ 7た o

. 2鳳 17日 と本)/営 不iハ言ギめェギこのギ:角 世言
=八

合がPΠ ザ:tt(茅 公象′/TN口 孝

務糸博ユ,,ll掠/去 口′境 lt｀ 、フ

=ハ
山/調永′ 署■/ ■

｀
日,1■ |千/人 濠 /

が盤粛〕o その言こな 、1の 肺諭 思′

準備委員会 を
'ツ
店会倉ギ|(も うり百. ニガ,■務 :〕 ′□藤公急ギ|こ´ どうい う

賛料ゃ命丈を多すべき力`とオ食i寸 し′
~轟

当■人に継嘔するなど
｀
して/ そ

'´

こと整理

イ無腐じ/ せた珍濫ギに基滞 してますぎに参タロするのに動当な人常りを1饉セ7す る3
とでわる。 しのギ侑委骨公 |ふ ′公勇 環

`力
同澪委晨長′環6核ギ寺昴」委 員

ス′薇射ネ泉骨多で調査特耳」委 々彙衰(但 し委員ス 1群 茅えて'あ るので・宰泉幹子が

なぅ 〕/同番 侵公猾」li々 ち  そのはつ`/,資求由|ス でて去較一′ 電子χ台厠係 で

蔵見撃名などで布戌
=′
t 二十Lら の メンバ ~|よィ llyl欧 にし

・
てミニマム■詳吝

であって′黙倉′V里にたし也夕ヽオtる もあとさタイヒト,

■あ委 員会の言二
=|き

′ をだビ薇公ゴの運営署言ギ公 i■ つ 1`可 られたのち■■に

できめがるものて
ヾ
あ って′ 一た 2月 2ふ 日にヤ 1画会心が言煮さずLl_り

,

また′外務たに多本準備会刀ヾイ`ヤら夕しろだろうとのことでノその下に常 |¬害f

^が
イ午らltる こ燿ヽ幻/tろ のてう ての者砕外の瑞戌にあた |(|よ  こあげ41公ぎ

内にユLと子こされた今 受合のメンバー と椎・
`ン

しようとざうことにな った

げ公スとこ し`て)。    |

12■ 26日 (ポ汗鮨ィ外務方で'1凛ノ ロ際4滞ギ参引準備潔訂などその著戸7許倉の

今日の才1ロイi金 次と用ヽヽL(場チヤ|よ ば―衛会計で
'。
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1‐ 1 暉  季

`核
盛ηl宥 凝預

%1  赦夕爬彰磐誇多♯61看 嶼ス ´
(3)



鶉
|■

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ト
ー :差 表す (終 暮:1葛 釘:長 ). |ず ,.(tt″ ξl‐II「 1系 )  .

貧オ (SIT A C議 す課まう :、 講:  ■年,‐ サ緑,  ■地:′

花 々栄 け本)′   r老 .   仏‐■

質″系),   旅颯 :‐ 1だ を,

:イ 竹静'雲 ) 牢が

でふる2  .

■fi lド11´ 撃名が来仁性が予動■

llし、ォ  鼻マ
=lfゴ

たヽ そ:ヨ 裁蒙lF

４
，

舞
岬
　
Ｋ
・疵
魏
辞
罐
体
キ
Ｌ
柳
”

螂甲・　一一一一一・議”一一・静一”響一一「

(イ )



ず■ ‐ 1■

=::|=11=|

―

一

・

　

―
●

修

の

て

く

主雀驚
Ｊ
一．ケ
ー
装

■́

刀

ら

多

ムス　
■
一～

で

，３
　

．
ｔ

脅

ｉ
´́
＝
■

・ず

る

・詳

ま

ｒ
・

■
■
―
―

省

ザ
Ｌ

る

キ

“
押
＝
∵

中
轟
一．
一

一
一
【

・

衛「＝・・一・雑
舛一鋳一鍵
鋒

|〒

妥 サ

|せ ′

状 ,

が多

嬌 會

が

」

婦

和

御
一

１

衆

腎

菫

、ヽ

＞

シ

ｔ

面

群

っ

る

マ

爪

日

含

Ｋ

ぁ

ハ

や

刹

一
疹

で

1口 盗 _

フ ィイ :レ す レバ 千

‐ ダニ´ヨ/フ   .
iscA ちマ 1/3/ο 3 1   ,  |り うぅ

=711日

ュィ‐サ1瘤 穿さ″′tl夕 擁Hr=誅 117r申
j,

1奪

111

導
導
離

司
題 省

私 ば |の ラ4算 |′2資 4曰 めri f資 金 ズ ぎ 910(■ X)|〔 メ ブ
｀
き′者 ロ

孜輛五探
`イ

呼参■II哺ごド|● るコニ
=字

ニギ|て 署主彗できるこでを髭 しくで ヽヽでづ,
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口望秀いは二1遊

.メ
ー
専由表部 (sPict,Cち′及 &与争～二 )(446イ ベてい i‐l″ が, ■a含

ぎ、く'懃 ゲるヽさであるこきべてお 1'育 す。
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茅紘 工めで 郷|が 〔めらス た。 ■れて耐像 ゴ rあ る。         ■

夕● のイ 孝 こ逐 夕に づ二選 の範な家イ Kフ ガ いてτ″ さ″tた。     ・ |

口盪″移落´Й
`・
審|夕 を築夕のマ

“
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む人のえ′前)l llる が

ヽ
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埓冒野含♂を褒て立語をぶ年911.(, 1ン もやづ

`維
なさ4る. ‐ | |
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て歯づる応]移 ぞジ務恙孝 'こ 猜こする

二つ の 要行 動ir■ t仁 を ヽた : `め 汗 爛 暉, マ〃や レt v:Bwヽ A。しヽ16ふ ふ
`十

くⅢ
…

′I弩^S.Lほ々場。ι掟ひの3六 よ1),る
.

■ 一 =私 Iく ,全 計 の 孝 老 こ の 進 留|の う う で も :ど ζ て )で の 英 う 籠 を 嫁 の 1準

`くつヽヽて)ざ ぞを曖超してお き十年ヽ ι`イ多げ 3す。        |

各 自 ■ 115る ,入 関 の|イヤ鷲 屯 会 計 て 基 る
｀一

:。 ベ イ を 膊: こ の 夕 計 の た め K

‐
義喀づ夕の額蔵 (αυレすもs鍮 )ゝt艦 伴tで, 攘術的諭支の

“

なこ質輸t

れフ的に行ぞるよう)て ずることができる。"(製 ヨ'1 2)

`者
諸口

"′

 詢夕ぶ )`,そ <ι も i4ヨ ′λ蚤て,質 ま春Yム 静乞多ヨ→る

場潮の りく 卜を芝ム しばげメばならばい。 (鍵 印: 4)

会計 の率格刻商が琢 らパてヽ`るめで,イ 表 したい

'べ

く` の議文の3Jと ぢ

00診 め了グ曖レつクト竜 ′出孝パ :ぜ も声 1ぅ ロエ1)計X,口 辺孝務雀妥

人瑳な場もとと。あまあ金、奪色立孝務綸r〔 7Blf● メ前 1'髪 なするこ

て 。 (蒙 夕18′ 治録 )                  .
嘱 諮名のな 脅イの値 の費甲Kフ tヽ マ暉′」菫け〔4t乞蓄ムしない (規 響24)

各繕宅口のべ表に歳!し て滝,口理で安て資の5製‐3帝 とをギの手続上の観

″12て ′ べ表るのシ
「

ユ衆11ビ “豪手力 の分野てじ名のある卑由象
″′
[り あ

ること′ こある Cと t,こ毒 して暉 しいる響ヽ`そづ.           ‐

爵繭が
・
口迫 t Ftt慧 づ ので′晋iコ ハ政

‐
あげて 分詳孝ヨだ 【鰊

“

する よ夕電

髪よるビ諭 近の准 傷と黎てt tiる べくマ くロヨ専務黎猥た聰う● 8工 う暫管

をはがらメたヽ`
`Ftヽ

言マ・

tの こと)(曖 達lて ,驚 蚤こくムる工うな遜者がツリ手卜政々がらきてい

る〔ど(多
`し

て鶯ごますo

lこの解 訪 貰 た薇 じ々:こ っ後ギ 人 あ ら精 (IJlづ る 琢 口爵 者 夕を 向な′ く や

らせて:雪 Ctヽ と謬い J,ぃ

含評の質な

1総  会、        .
A.諭 しい動ヵ婚のくヽ多蔵 工  義  諭

61‐  ´       ■  る 暉

C 像
`力

の感朝 ,

准   姜

口態 孝

“
“

要 pag'Hαぃぃ、知滅 ,olJ

(6)



一ｒ
‥
―
―
―
―
―
―
ト
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ト

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

D 奪子サ■産業のぜ識

E.景 イヵめど薇者曜海よび亨金K歯 号5老 キ :

「
 慮在え素の富埜こ幕l中

,

e,て量の濱夕科
=勁

噴く錮する自驚   ヽ

2 争子黛都合

P 雷繋用 玲 写 や

マ 授  衛

sQ 争孝炒 秘 電 γ 多 会          ‐

4,S.奪 I炒化と丼よび滲金ザタ

うИ 生均挙および
｀
菫琴静 含
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会 '
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―
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こと.
S
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κあるこ緩爺 tす oた。 イ ニぞ: 洋イi各 濾X´ 行動壼ころここ1く ズ甦 L ft

ク .´
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`劣
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